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近
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松
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会
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山
 
本
 
雅
 
昭
 
 

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
も
う
あ
と
一
ケ
月
余
り
で
今
年
も
罪
れ
よ
う
と
L
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

こ
の
一
年
、
近
臨
蹴
校
舎
の
皆
様
方
、
お
元
気
で
、
楽
し
い
日
々
を
お
過
L
で
あ
っ
た
と
拝
察
致
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

さ
て
、
こ
の
「
ご
あ
い
さ
つ
」
を
書
い
て
い
る
最
中
は
、
日
本
各
地
の
観
測
所
で
、
気
温
∵
期
間
共
に
新
記
碍
続
出
の
猛
暑
。
ち
ま
 
 

た
で
は
、
ず
っ
と
赤
道
に
近
い
国
々
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ホ
ン
コ
ン
・
台
北
へ
避
耕
に
行
っ
た
方
が
具
合
い
い
と
も
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

そ
れ
と
共
に
関
西
地
方
や
、
中
越
地
方
で
地
震
の
続
発
、
米
国
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
」
で
は
イ
ラ
ク
や
北
朝
鮮
問
題
よ
り
日
本
列
島
の
 
 

異
常
さ
を
注
視
し
、
万
一
、
日
本
列
島
の
全
部
、
一
部
が
陥
没
等
の
異
変
が
生
じ
た
場
合
、
米
軍
基
地
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
真
 
 

剣
に
や
っ
て
い
る
と
も
閃
き
ま
L
た
。
 
 
 

択
は
毎
碇
、
テ
レ
ビ
観
戦
の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
メ
ダ
ル
獲
得
数
が
暑
さ
と
同
じ
く
史
上
衆
多
記
録
を
更
新
L
ま
L
た
。
 
 

特
に
過
去
、
〝
弱
い
″
と
云
わ
れ
て
い
た
個
人
競
技
で
圧
倒
的
に
多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
の
が
す
ば
ら
L
く
、
昨
今
と
か
く
、
「
近
 
 

頃
の
若
い
者
は
心
身
共
に
軟
弱
で
ア
カ
ン
」
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
決
し
て
そ
う
で
な
く
日
本
の
若
者
、
た
の
も
L
く
、
い
い
じ
や
 
 

な
い
で
す
か
。
 
 
 

そ
L
て
応
援
、
競
技
場
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
大
変
な
も
の
で
L
た
。
日
本
人
メ
ダ
リ
ス
一
連
は
帰
国
後
す
ぐ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 
 

ふ
る
さ
と
へ
帰
り
、
大
歓
迎
を
受
け
、
地
元
で
は
替
れ
を
た
た
え
大
々
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
催
L
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

民
族
、
国
家
、
故
郷
、
仲
間
の
名
誉
意
識
と
帰
属
感
妃
は
初
代
ギ
リ
シ
ャ
以
来
、
人
類
に
と
っ
て
古
今
東
西
を
問
わ
ず
、
永
遠
に
 
 

不
変
、
不
滅
と
も
思
い
ま
し
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
わ
が
近
畿
認
松
会
は
、
世
話
役
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
助
力
に
よ
り
、
今
年
も
、
こ
の
会
報
作
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
 

の
作
成
、
行
楽
会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
各
期
の
同
期
会
そ
L
て
帝
大
イ
ベ
ン
ト
「
総
会
」
等
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
無
事
運
 
 

営
す
る
串
が
出
来
ま
L
た
。
 
 
 

来
年
は
も
う
少
L
工
夫
と
知
恵
を
出
L
て
、
皆
様
方
に
よ
り
楽
し
い
時
を
過
」
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
い
 
 

い
お
考
え
な
ぞ
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
、
お
教
え
下
さ
い
。
 
 
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
会
運
営
に
つ
い
て
日
頃
、
お
世
話
下
さ
っ
た
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
会
員
皆
様
 
 

が
お
元
気
で
柴
L
い
日
々
を
送
ら
れ
る
事
を
お
祈
り
申
L
上
げ
ま
す
。
 
 

草喀環碍瑚   
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魅
力
あ
る
同
窓
会
に
 
 

現
栓
全
会
宋
 
松
 
本
 
幹
 
彦
 
 

近
来
に
な
い
厳
L
い
暑
さ
の
続
く
昨
今
で
す
が
、
近
粍
放
校
会
の
皆
横
に
は
ま
す
ま
す
ご
僅
膵
で
ご
晒
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
 
 

上
げ
ま
す
。
 
 
 

今
年
の
全
国
市
坪
学
校
把
合
体
市
大
会
は
、
八
月
一
日
か
ら
「
君
の
輝
く
一
瞬
が
今
伝
説
と
な
る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
島
 
 

根
県
右
主
会
場
と
L
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
五
十
名
近
い
母
校
の
選
手
諸
君
は
平
諜
培
っ
た
力
を
発
揮
し
て
、
 
 

全
回
の
選
手
に
伍
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
手
以
外
の
諸
君
は
そ
れ
ぞ
れ
が
t
役
を
受
け
持
っ
 
 

て
、
他
県
か
ら
お
越
L
の
役
員
・
選
手
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
頼
経
に
専
念
し
て
も
ち
う
ペ
く
準
備
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 
 

創
立
以
来
多
く
の
卒
業
生
を
見
守
っ
て
き
た
況
松
が
赤
山
台
上
か
ら
姿
を
消
L
て
〓
年
余
り
が
経
過
L
ま
L
た
。
幸
い
二
世
栓
が
 
 

元
気
に
育
ウ
て
い
ま
す
の
で
、
害
虫
の
活
動
が
衰
え
る
兆
候
が
見
ら
れ
れ
ば
、
創
立
百
三
十
周
年
を
迎
え
る
再
来
年
に
は
シ
ン
ボ
ル
 
 

を
檀
晒
さ
せ
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
 
 

去
る
七
月
l
－
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
役
員
会
で
、
活
動
の
中
心
と
な
る
常
任
幹
事
に
十
四
名
の
北
高
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
新
た
に
 
 

選
出
さ
れ
、
役
員
が
大
帽
に
若
返
り
ま
し
た
。
近
醜
放
校
告
が
和
田
前
会
長
の
慧
胞
と
英
断
に
よ
っ
て
椎
貝
の
若
返
り
を
回
ら
れ
て
、
 
 

こ
れ
ま
で
以
上
に
若
い
卒
業
生
が
多
数
参
加
す
る
活
気
の
み
な
ぎ
る
同
窓
会
に
な
っ
た
よ
う
に
、
本
部
も
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
 
 

満
ち
た
魅
力
あ
る
組
織
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
婆
を
創
立
百
三
十
周
年
記
念
の
諸
事
業
の
中
に
見
出
L
て
い
た
だ
 
 

け
る
も
の
と
種
市
L
て
い
ま
す
。
 
 
 

母
校
の
生
徒
諸
椚
は
今
年
の
県
高
校
総
体
で
久
し
ぶ
り
に
男
女
と
も
結
合
優
勝
、
完
全
制
覇
の
快
挙
を
成
し
遠
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
 
 

学
習
清
勤
に
も
真
難
な
婁
勢
で
取
り
組
み
、
こ
の
春
の
進
学
の
成
績
は
全
回
で
も
拓
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
う
れ
し
い
限
り
で
あ
り
 
 

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
「
質
尭
剛
性
」
 
の
校
訓
を
根
に
据
え
て
、
「
文
武
両
道
」
を
合
言
葉
に
、
教
職
員
と
生
徒
が
一
体
と
な
っ
 
 

て
厳
し
い
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
る
成
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
す
ば
ら
し
い
操
壁
た
ち
が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
明
 
 

日
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

近
鵬
況
校
舎
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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近
鴇
親
株
台
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
常
日
頃
か
ら
母
校
の
枚
江
北
高
へ
温
情
あ
ふ
れ
る
御
玉
提
を
賜
り
、
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

松
江
北
高
で
は
こ
の
四
月
か
ら
全
て
の
学
年
で
九
学
級
編
制
と
な
り
、
現
在
、
全
日
制
で
は
二
十
七
学
級
、
一
〇
七
六
名
の
生
徒
 
 

が
赤
山
に
毎
日
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。
最
近
の
特
記
事
項
は
何
と
い
っ
で
も
、
六
月
の
島
根
県
甘
同
校
結
合
体
市
大
会
〔
県
総
体
）
 
で
 
 

二
年
連
続
「
十
八
度
目
の
男
女
総
合
優
勝
」
を
飾
っ
た
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
男
子
結
合
一
位
と
女
子
結
合
一
位
と
い
う
「
ダ
ブ
 
 

ル
優
勝
」
は
北
高
史
上
で
も
過
去
に
わ
ず
か
二
度
し
か
な
く
、
今
回
で
三
度
目
と
い
う
快
挙
で
し
た
。
得
点
も
2
0
4
点
で
〓
位
の
 
 

1
6
1
点
〔
出
雲
甘
同
校
）
を
大
き
く
引
き
離
し
て
、
堂
々
た
る
「
完
全
優
勝
」
 
で
L
た
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
部
活
動
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
た
く
な
に
「
文
武
両
道
」
を
校
是
に
掲
げ
る
本
校
と
し
て
は
、
生
徒
の
日
常
の
学
 
 

習
撮
り
に
も
大
変
気
を
配
る
と
こ
ろ
で
す
。
お
陰
さ
ま
で
生
徒
の
学
習
意
欲
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
挿
め
て
高
く
、
草
間
関
心
腔
も
良
好
 
 

で
、
今
、
北
高
は
教
職
員
も
生
徒
も
意
気
軒
昂
で
す
。
こ
の
三
月
の
進
学
状
況
で
す
が
、
国
公
立
大
学
合
格
者
3
0
4
名
、
私
立
大
 
 

学
3
呂
5
名
、
短
大
等
訂
名
で
し
た
。
近
親
地
区
二
府
四
県
の
大
学
に
は
、
国
公
立
で
は
滋
門
大
学
、
兵
庫
県
立
大
学
各
1
0
名
、
神
 
 

戸
大
学
9
名
、
大
阪
大
学
、
大
阪
府
立
大
学
各
7
名
、
京
都
工
観
大
学
5
名
、
京
都
大
学
、
和
歌
山
大
学
各
3
名
、
奈
良
女
子
大
学
 
 

2
名
、
京
都
教
育
大
草
1
名
倉
桔
し
て
い
ま
す
。
私
立
で
は
関
西
大
学
6
9
名
、
龍
谷
大
学
2
2
名
、
立
命
館
大
学
1
2
名
、
京
都
路
業
火
 
 

苧
1
0
名
、
同
志
社
大
学
6
名
等
他
数
の
者
が
合
格
し
て
い
ま
す
。
近
鵜
川
憩
会
で
は
年
次
総
会
へ
 
「
学
生
世
代
」
の
卒
業
生
に
参
加
 
 

を
呼
び
か
け
る
お
考
え
も
あ
る
と
何
い
ま
L
た
が
、
新
車
将
が
多
散
人
会
す
れ
ば
に
ぎ
や
か
な
会
に
な
る
だ
ろ
う
と
大
い
に
期
待
さ
 
 

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
 
 
 

今
、
島
根
県
内
で
の
話
題
は
何
と
い
っ
て
も
、
八
月
一
日
か
ら
l
一
十
四
日
に
か
け
て
、
約
三
万
四
千
人
（
選
手
・
監
督
一
万
九
千
人
、
 
 

挨
 
 
 

御
 
 

松
江
北
高
等
学
校
校
長
 
和
 
田
 
秀
 
穂
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役
員
・
補
助
員
一
万
五
千
人
）
が
奉
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
「
全
回
寸
…
横
紙
合
体
野
犬
缶
」
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
 
の
こ
と
で
す
。
 
 

こ
の
大
会
を
「
中
国
胆
紀
体
」
と
名
付
け
て
い
る
の
は
、
一
部
の
競
技
会
暢
が
中
国
地
〃
の
他
の
四
県
に
も
散
ら
ば
っ
て
い
る
か
ら
 
 

で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
主
会
場
は
島
根
県
で
、
県
内
で
は
二
十
市
町
村
で
十
四
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
八
月
一
日
に
は
県
立
演
山
公
園
 
 

陸
上
較
技
場
（
大
社
町
）
 
で
皇
太
子
殿
下
を
お
迎
え
し
て
撒
合
間
会
式
が
行
わ
れ
た
操
、
二
日
か
ら
は
各
班
托
の
鞄
鹿
が
始
ま
り
ま
 
 

す
。
栓
江
北
高
か
ら
は
陸
上
競
技
部
（
7
人
）
、
登
山
郎
（
4
人
）
、
空
手
道
離
二
1
名
）
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
9
名
）
、
弓
道
部
（
1
 
 

名
）
、
柔
道
部
（
1
名
）
、
ボ
ー
ト
部
（
6
名
）
、
テ
ニ
ス
部
（
1
0
名
）
、
水
泳
部
（
2
名
）
の
9
種
目
に
4
1
名
の
選
手
が
蓉
加
L
ま
す
。
 
 

こ
れ
だ
け
多
数
の
選
手
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
が
得
ら
れ
た
の
は
、
県
総
体
出
の
男
女
総
合
優
勝
で
も
そ
の
力
が
示
さ
れ
た
よ
う
 
 

に
、
日
頃
か
ら
の
猛
締
習
の
成
果
の
外
あ
り
ま
せ
ん
。
母
校
松
江
北
高
と
島
根
県
の
名
筆
を
か
け
て
正
々
堂
々
と
戦
っ
て
く
れ
る
こ
 
 

と
を
期
待
L
て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
母
校
で
は
今
年
度
も
学
問
清
動
や
部
活
動
が
順
調
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
畿
地
区
二
府
四
県
で
御
暗
躍
巾
の
先
 
 

架
の
博
さ
ま
方
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ず
「
頼
も
し
い
母
校
」
と
誇
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
学
校
経
常
を
し
な
く
て
は
と
肝
に
銘
じ
 
 

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ず
母
校
に
暖
か
い
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
L
上
げ
、
御
挨
 
 

拶
と
し
ま
す
臼
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